研究論文 子どもは,他者との関わりをどのように広げたか ことばの使用に関する「主体性」の育ちに着目して by 金丸 巧
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この教室には，小学校 1 年生から 6 年生までの児童が参加しており，教室が配布してい
るチラシ，市の行政機関からの紹介，支援者からの紹介などを通して教室を知り，参加し始
める児童が多い。教室での支援は，週に 2 回，水曜日と土曜日に実施され，水曜日は児童
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向き合い方の変容を軸にして，3 期に分けて述べていく。 
4．1． 1 期目：英語を使用して関わりを広げるフレア 
フレアに対する支援を開始したのは，2010 年 12 月 15 日であった。当時，フレアは，日
本語が全く分からない状態であり，非常に緊張している様子が目の前の筆者にも伝わって来
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との関わりを持つようになっていたことが分かる。さらに，小学校 1 年生当時の自分と 2 年





























































































































える。その実践を支えていたのは次の 2 つの姿勢であった。1 つ目は，フレアの「主体性」
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